
 

詳細な使用方法は「形KM-N3-FLKユーザーズマニュアル」（カタログ番号 : KANC-715）を
弊社ホームページからダウンロードして参照してください。http://www.fa.omron.co.jp/

警告表示の意味

* CT（Current Transformer）：変流器

形KM-N3を安全に使用するために、以下のことを守ってください。
• 下記の環境では保管・設置・使用しないでください。
－振動、衝撃の影響が大きいところ
－不安定で落下や転倒の可能性があるところ
－仕様範囲外の温湿度のところ
－温湿度変化が激しく、結露・氷結の恐れがあるところ
－屋外または直接日光、風雨にさらされるところ
－静電気やノイズの影響を受けるところ
－電界及び磁界の影響をうけるところ
－冠水、被油のあるところ
－塩水飛沫のあるところ
－腐食性ガス（特に硫化ガス、アンモニアガス）のあるところ
－粉塵、鉄粉などの多いところ
－溶解性液体のあるところ

• 端子記号を確認し、正しく配線してください。使用しない端子には何も接続しないでください。
• 電源の配線は、AWG20 ～ 16（断面積 0.5 ～ 1.5mm2）、耐熱温度 85 ℃以上の電線を使用してく
ださい。
• CT および計測電圧の配線は、AWG18 ～ 14（断面積 0.75 ～ 2.0mm2） 、耐熱温度 85 ℃以上の
電線とM3ねじに適合する、丸型およびY型の圧着端子を使用してください。
• 通信端子への配線は、AWG24～ 16（断面積0.25 ～ 1.5mm2） 、耐熱温度85℃以上のより線か
単線を使用してください。
• 取扱いおよび保守は取扱説明書をよく理解してから行ってください。
• ユーザーズマニュアルを理解して、機器の設定をしてください。
• ケーブルを引っ張らないでください。
• 規格対応および安全のため、ご使用になる電圧と、ご使用になる国の適切な規格（米国：UL Listed 
対応品、カナダ：cUL Listed 対応品、その他の国：IEC60947-1 およびIEC60947-2 など）に
適合した定格電流1A の分岐回路保護装置を設置し、過電流から保護して下さい。感電や火災の原因と
なります。分岐回路保護装置は、本製品の①L+端子と電源のLine側へ設置して下さい。
• 機器を使用する前には必ず配線の確認を行った上で､電源を投入してください。配線の不良などにより
感電、けが、事故、故障、誤動作の恐れがあります。
• 通電中は端子に触れないでください。
• 発熱機器（コイル、巻線を有する機器等）と近接して取り付けないでください。
• 誘導ノイズを防止するために、本製品への配線は、高電圧、大電流の動力線とは分離して配線してく
ださい。また、動力線との並行配線や同一配線を避けてください。配管やダクトを別にする、ツイス
トペア線を使用するなどの方法も効果があります。
• 本製品は、「class A」（工業環境製品）です。住宅環境でご使用されると、電波妨害の原因となる可能性
があります。その場合には電波妨害に対する適切な対策が必要になります。
• パネルの板厚1～8mmの盤内に組込んでご使用ください。パネルの板厚が適切でない場合や取付け
方法に誤りがあると、製品が外れる要因になります。

• 本製品は計量法に定める指定機関が行う検定に合格した特定計量器ではありません。電力量の証明に
は使用できません。
• 各種設定は計測対象に合わせて正しく設定してください。

• インバータ二次側計測用途には使用できません。
• 電源投入時には２秒以内に定格電圧に達するようにしてください。
•

•

製品の汚れを落とす場合は必ず無通電の状態で、柔らかい布で製品表面を乾拭きしてください。なお、
シンナー、ベンジン、アルコールなどの溶剤を含む薬品等を使用しないでください。

• 積算電力量などのデータ保存は５分間隔です。本体の電源遮断時には直前５分間のデータが保存され
ない場合があります。
• 本製品の廃棄については、各自治体の指示に従い、産業廃棄物として適切に処理してください。

特長
本製品は制御盤のパネルに取り付けて設置する電力量モニタです。IEC精度規格に準拠し、かつ汎用CTを
使った接続に対応しています。
最大で4回路の多点計測が1台で可能です。各計測点の電力を正確に計測することができます。

本体仕様

計測仕様

* IEC62053は電力計に関する国際規格です。
* 汎用CTの計測誤差は含みません。

計測入力仕様

出力仕様

本体の取り付け
①パネル加工寸法に従ってパネルを開口する。
• パネル厚さは1mm～8mmとしてください。

② 防水にするために、付属の防水パッキンをパネルの前面になるようにして、製品本体をパネル
開口部に挿入する。
• 防水パッキンを入れない場合、防水にはなりません。

③ 付属の取付アダプタをリアケースの上面および下面の固定溝にはめ込む。
④ 取付アダプタを端子部側から、パネルにあたるまで押し込んで本体を仮固定する。
⑤ 上下の取付アダプタの固定ねじを、交互に少しずつバランスを取りながら、締め付ける。
• 締め付けトルクは0.29～ 0.39N・mとしてください。

※ 安全のため、本体の操作時に端子に触れられない場所に設置してください。例えば、制御盤内に端子
が隠れるように設置し、作業者が活線に触れることがないようにしてください。

電源の配線、CTの配線、計測電圧入力の配線
■ 電源の配線
安全のため、必ず主電源とブレーカをOFFして無通電で作業してください。
• 端子台はプッシュイン式です。配線の際には、「プッシュインPlus 端子台接続上の注意」を合わせて
確認ください。
• 電源端子への配線は、AWG20～ 16（断面積0.5 ～ 1.5mm2）の電線を使用してください。
• 電線被覆の剥きしろは、フェルール端子使用時で 10mm、フェルール端子未使用時で 8mm として
ください。
• フェルール端子は、導体長さ8mmのものを使用してください。

■ CTの配線
安全のため、必ず主電源とブレーカをOFFして無通電で作業してください。
• CT は、三相 4 線を計測する場合には３つ、単相３線、三相３線を計測する場合には２つ、単相２線
を計測する場合には１つ必要となります。
• CT には極性があります。電源側（K）、負荷側（L）の方向を確認してから接続してください。方向を
間違えると正しく計測できません。

• CT 入力端子への配線は、AWG18 ～ 14（断面積 0.75 ～ 2.0mm2）の電線と M3 ねじに適合す
る、幅5.8mm以下の丸型およびY型の圧着端子を使用してください。
• M3 端子ねじの推奨締め付けトルクは 0.5 ～ 0.58N・m です。圧着端子を奥までしっかりと差し込
んで、確実に締め付けてください。配線固定後に確実に固定されていることを確認してください。

■ 計測電圧入力の配線
安全のため、必ず主電源とブレーカをOFFして無通電で作業してください。
• 相順を間違えないように配線してください。電力、電力量を正しく計測できなくなります。
• 計測電圧入力端子への配線は、AWG18 ～ 14（断面積 0.75 ～ 2.0mm2）の電線と M3 ねじに適
合する、幅5.8mm以下の丸型およびY型の圧着端子を使用してください。
• M3 端子ねじの推奨締め付けトルクは 0.5 ～ 0.58N・m です。圧着端子を奥までしっかりと差し込
んで、確実に締め付けてください。配線固定後に確実に固定されていることを確認してください。

■ 配線図
• 各相線式（三相４線、単相２線、単相３線、三相３線）の、電圧入力端子およびCT入力端子の配線
は下表の通りです。相線式に応じて配線してください。

パルス出力の配線

RS-485の配線
接続形態は1:1または1:Nです。1:N接続時はModbusの場合は形KM-N3を最大99台まで、
CompoWay/Fの場合は形KM-N3を最大31台まで接続可能です。
• 端子台はプッシュイン式です。配線の際には、「プッシュインPlus 端子台接続上の注意」を合わせて確
認ください。

• 形KM-N3にはFG端子はありません。RS-485の＋線、－線のみ接続してください。
• ケーブルにはツイストペア線を使用してください。
• RS-485 端子への配線は、AWG24 ～ 16（断面積 0.25 ～ 1.5mm2）のより線か単線を使用して
ください。
• 電線被覆の剥きしろは、フェルール端子使用時で 10mm、フェルール端子未使用時で 8mm として
ください。
• フェルール端子は、導体長さ8mmのものを使用してください。
• ノイズの影響を避けるため、RS-485の通信線と電力線は別配線にしてください。
• 最大伝送距離は1200mです。
• 伝送距離、接続台数に関わらず、必ず実機による通信確認を行ってください。

終端の設定
• 本製品は、本体に終端抵抗を内蔵しています。通信の終端になる製品は、ケーブルにてRS-485
－端子と、RS-485 E端子を短絡させてください。内部の終端抵抗と接続されます。
• 終端抵抗を内蔵していない上位機器をご使用の場合は上位機器にも終端抵抗を接続してください。
終端抵抗は120Ω（1/2W）です。
• 伝送路の途中にある形KM-N3には終端抵抗端子は配線しないでください。通信不良の原因となります。

形 KM-N3-FLK
オンパネル型電力量モニタ

JPN　取扱説明書
このたびは、オンパネル型電力量モニタ 形 KM-N3-FLK（以降、形KM-N3）をお買い上げいただ
きまして、まことにありがとうございます。この取扱説明書では、形KM-N3 を使用する上で必要
となる、機能や性能、使用方法に関する情報を記載しています。形KM-N3 のご使用に関して以下
のことをお守りください。

• 電気の知識を有する専門家がお取り扱いください。
• この取扱説明書をよくお読みになり、十分にご理解の上、正しくご使用ください。
• この取扱説明書はいつでも参照できるように大切に保管してください。

安全上のご注意

 注意
正しい取り扱いをしなければ、この危険のために、時に軽傷・中程度の傷害を
負ったり、あるいは物的損害を受ける恐れがあります。

 注意

稀に発火による物的損害が起こる恐れがあります。
端子ねじは規定トルクにて確実に締め付けてください。
締め付け後、ねじの緩みがないことを確認してください。
M3ねじ： 0.5～0.58N・m

稀に爆発により中程度・軽度の人身傷害や物的損害が起こる恐れがあります。
引火性、爆発性ガスのあるところでは使用しないでください。

稀に破壊・破裂の恐れがあります。
電源電圧および負荷は、仕様、定格の範囲内で使用してください。

稀に感電の恐れがあります。
通電中は端子に触れないでください。

稀に感電の恐れがあります。
CT* 接続時は、必ずCT取付け対象回路の電源を切ってから行ってください。

稀に感電や軽度のけが、発火、機器の故障が起こる恐れがあります。
CT入力端子にCT２次側最大電流以上の電流を流さないでください。

稀に感電や軽度のけが、発火、機器の故障が起こる恐れがあります。
分解したり、修理、改造をしないでください。

安全上の要点
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使用上の注意

項目 内容

定格電源電圧 AC100～ 240V

定格周波数 50/60Hz

電源電圧の変動範囲 定格電源電圧の85～110%

電源周波数変動範囲 45～65Hz

消費電力 7VA以下

使用周囲温度 －25～55℃（ただし、結露または氷結しないこと）

使用周囲湿度 25～85%RH

保存温度 －25～85℃（ただし、結露または氷結しないこと）

保存湿度 25～85%RH

耐電圧 1）電気回路一括とケース間：AC1400V 1 分間
2）電源、電圧、電流入力一括と通信端子、パルス出力端子一括間：AC1400V 1分間

絶縁抵抗 1）電気回路一括とケース間：20MΩ以上（DC500Vメガ）
2）電源、電圧、電流入力一括と通信端子、パルス出力端子一括間：20MΩ以上（DC500Vメガ）

耐振動 片振幅：0.1mm、加速度：15m/s2、振動数：10～150Hz
3軸方向 各 8min×10回 掃引

耐衝撃 150m/s2 上下、左右、前後6方向、各3回

電磁環境 Industrial electromagnetic environment
（EN/IEC 61326-1 Table 2）

表示・操作方式 LCD、操作ボタン

質量 約300g（本体）、約400g（包装時）

取付方法 パネル取付

使用高度 2000m以下

設置環境 過電圧カテゴリ、測定カテゴリ：Ⅱ、汚染度：2

適合規格 EN61010-1、EN61010-2-030、EN61326-1、UL61010-1、 
UL61010-2-030

付属品 取扱説明書（本書）、コンプライアンスシート、取付アダプタ、防水パッキン

項目 内容

有効電力 0.5%（IEC62053-22 class 0.5S 準拠）*

無効電力 2%（IEC62053-23 class 2 準拠）*

計測周期 80ms（50Hz 時）、66.7ms（60Hz 時）

算換能機

項目 内容

適応回路 三相4線式、単相2線式、単相3線式、三相3線式

計測回路数 三相4線式 ：最大1回路
単相2線式 ：最大4回路
単相3線式、三相3線式 ：最大2回路

定格入力電圧 ：AC100～ 277V（L-N）、AC173～ 480V（L-L）
：AC100～ 120V（L-N）、AC173～ 208V（L-L）

単相2線式 ：AC100～ 277V
単相3線式 ：AC100～ 240V（L-N）、AC200～ 480V（L-L）
三相3線式 ：AC173～ 277V（L-L）

入力電圧の変動範囲 定格入力電圧の80～115%

接続可能CT 汎用CT（2次側定格電流：1Aまたは5A）*

CT２次側定格電流 1A

CT２次側最大電流 6A

項目 内容
パルス出力

KM-NCT-E□□□A

◯：使用可 ×：使用不可

•　CTの規格対応について

UL、CSA対応 UL、CSA非対応、CE対応 UL、CSA、CE全て非対応

KM20-CTN□□□
KM-NCT-□□□A
KM20-CTF-□□□A

XOBAまたはXOBA 7カテゴリ
のUL/cUL Listed対応品

（積算電力量）
出力点数
出力容量
ON時残留電圧
OFF時漏れ電流
出力単位
パルスON時間

：4点（フォトモスリレー出力）
：DC40V、50mA以下
：1.5V以下（出力電流50mA時）
：0.1mA以下
： 1,10,100,1k,5k,10k,50k,100k（Wh）
：500ms固定

RS-485 プロトコル
同期方式
通信速度
最大伝送距離
最大接続台数

：Modbus（RTU）、CompoWay/F
：調歩同期
：38400, 19200, 9600, 4800, 2400, 1200bps
：1200m
：99台（Modbus）、31台（CompoWay/F）

パネル取付アダプタ
パネル開口寸法

防水パッキン

92

9
2
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0

+
0
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0

取付アダプタ 固定ねじ

L N

K L
電源側 本体側

ブレーカ 本体

CT

三相4線

単相2線

単相3線

三相3線

（三相4線式の配線例）
P1/P2: 一次側（Primary）
S1/S2: 二次側（Secondary）

• 配線表と、本体端子の関係は右図の通
りです。

力出PNP力出NPN

本製品はパルス出力端子を４個備えています。コモン端子は共通です。
• 端子台はプッシュイン式です。配線の際には、「プッシュイン Plus 端子台接続上の注意」を合わせ
て確認ください。
• OUT、COM間に外部電源を直接接続しないでください。必ず負荷を接続してください。
• パルス出力端子への配線は、AWG24～ 16（断面積0.25～ 1.5mm2）のより線か単線を使用し
てください。
• 電線被覆の剥きしろは、フェルール端子使用時で10mm、フェルール端子未使用時で8mmとして
ください。
• フェルール端子は、導体長さ8mmのものを使用してください。
• ノイズの影響を避けるため、信号線と電力線は別配線にしてください。
• OUT1は回路A、OUT2は回路B、OUT3は回路C、OUT4は回路Dの出力が固定で割り当てら
れています。

 安全規格対応について

製造者が指定しない方法で機器を使用すると、機器が備える保護を損なう場合があります。
主電源上で発生する一時過電圧は以下の値を超えないようにしてください。
ご購入商品への電源電圧で確認をお願いします。
短時間過電圧： 1200V+（電源電圧）
長時間過電圧：　250V+（電源電圧）
CTは XOBAまたはXOBA7カテゴリのUL/cUL listed 対応品を使用してください。

【製品本体ラベルの警告表示の意味】
稀に感電の恐れがあります。以下の内容に従って製品を使用してください。
製品に接続する全ての電線は、耐熱温度85℃以上の電線を使用してください。

CT INPUT R S T N

MEASURED
VOLTAGE
INPUT

CT-R
S1 S1

S2

S1
CT1

S2

S1
CT2

S2

S1
CT3

S2

S1
CT4

MEASURED
VOLTAGE

S2

V1

V2

V3

VN

P1

P2
S1

S2

P1

P2
S1

S2

P1

P2

S2
S1
S2
S1
S2

CT-S

CT-T

VR

VS

VT

VN

COMOUT4OUT3OUT2OUT1

－＋

負荷 負荷 負荷 負荷

COMOUT4OUT3OUT2OUT1

－ ＋

負荷 負荷 負荷 負荷

RS-485 RS-485 RS-485

通信マスタ
（上位機器）

＋
－
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•  本製品は過電圧カテゴリⅡの環境でご使用下さい。過電圧カテゴリⅢの環境で使用する場合は、本製
品の電圧入力端子と大地間にバリスタを取り付け、過電圧を下げてご使用ください。バリスタは、使
用している環境・条件などに適したものをご選定ください。

•  N相が接地されていない電源システムでは、電圧入力端子と大地間にバリスタを取り付けられないた
め、過電圧カテゴリⅢの環境で使用できません。

2次側出力が1Aまたは5AのCTを使用してください。

三相4線式(中性点接地)
三相4線式(中性点非接地)

RS-485

Power
supply CT1

S1

S2

S1

S2

S1

CT2

L+
N-
NC
+
-
+

電源電圧
AC100～240V

×
×
×
×

○

○
×
×
×

CTの販売元へ
ご確認下さい。

○
○
×
×

○

•  CT の配線については、S1 端子をCT 
の電源側(K)、S2 端子をCT の負荷側
(L) へ接続して下さい。CT の電源側
(K)、負荷側(L) の区別については、ご
使用のCT の取扱説明書をご確認くだ
さい。

VR VS VT VN CT-R CT-S CT-T
V1 V2 V3

ー

ー

ー

VN

VN

CT1回路A    CT2

ー

ー

ーー

CT3

ー

V1 V2 V3 CT1回路A
CT3回路C

CT2
CT4

V1 V3 VN CT1回路A CT2
CT3回路C CT4

V1

CT1回路A
CT2回路B
CT3回路C
CT4回路D

* CT は定格負担が1.0VA 以上のものをご使用ください。
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マルチアドレスシステム
本製品は1台の中に、最大4つの計測回路を持つことができます。
計測回路は独立した電力量モニタのように動作し、それぞれ個別に計測、設定を行い、異なる通信アドレ
スが割当てられます。
計測回路の有効・無効を切り替えることで、容易に回路数を変更できます。

モード構成
本製品の動作モードは、計測モード、設定モード、通信設定モードの3モードで構成されます。

• 計測モードおよび設定モードにおいて、回路B～Dの項目は各回路の有効/無効設定を「ON」（有効）に
することで表示されます。（破線で示した回路は初期状態では「OFF」（無効）になっています。）
• アラーム画面はアラームが発生しているときに表示されます。

計測モードと設定モードの切り替え
[MODE・ ]キーを長押しすることで、計測モードと設定モードを切り替えることができます。
•「長押し」とは1秒以上、キーを押下し続けることです。

パスワードの入力方法について
• 計測モードから設定モードへの移行の際は、設定されたパスワードを入力する必要があります。
• パスワードの初期値は「0001」です。
• パスワードは0000～9999の4桁の数字で設定することができます。パスワードは必要に応じて変
更してください。
• パスワードを忘れた場合、お客様では解除できません。パスワード変更時は十分ご注意ください。
• パスワード設定のOFF機能はありません。
• パスワードを忘れてしまった場合は、ご購入先または弊社営業所まで連絡してください。

計測モード
• 計測値表示
[MODE・ ]キーを押すと、移行先の回路を示す画面が表示された後、計測項目が表示されます。
• [I/V/F/PF] キー、[P/Q] キー、[E1] キー、[E2] キーを押すと計測項目が切り替わります。
• アラームが発生していると計測値だけでなくアラーム内容を表示する画面へも遷移します。
（1P2W表示例）

（回路A計測値表示）

※ [I/V/F/PF] キー、[P/Q] キーを押すと瞬時値表示が切り替わります。
※ [E1] キー、[E2] キーを押すと積算値表示が切り替わります。

• 計測値表示一覧

※ k, M などの単位は自動で切り替わります。
※ 積算値表示が最大値に達すると、形KM-N3本体の表示値は0に戻りますが、継続して積算されます。
正確な値は通信機能を用いると取得できます。

*1電圧A：各相線式の相電圧、線間電圧を表示。
*2電圧B：三相4線の場合のみ、線間電圧を表示。

設定モード
• 設定項目一覧

• 設定例

計測を行うには、初めに設定モードで回路、通信の設定を行う必要があります。
以下の条件で設定を行う場合を例に説明します。

最低限設定が必要な項目は以下のとおりです。

 設定モードへの移行
• [MODE・ ]キーを長押しして、パスワード画面に移行します。

• パスワードを入力します。[ ][ ]キーにより値を変更します。桁の移動は[MODE・ ]キーにて
行います。（パスワードの初期値：0001）
• [ENTER]キーを押して、数値を確定します。パスワードがあっていた場合、OKが表示され、
設定モードに移行します。

※ [ENTER]キーを押す前に、[ESC]キーを押した場合は、入力をキャンセルします。（他の設定項目で
も同様です。）

 通信プロトコル設定（共通設定）
CompoWay/Fに設定する
• [MODE・ ]キーを押して、共通設定「CMMN」画面に移行します。

• [ ]キーを押して、共通設定の設定項目に移行します。「プロトコル（MENU 00）」が表示されます。
• [ENTER] キーを押して、設定状態にします。メイン表示の設定値が点滅します。
• [ ][ ]キーを押して、「COMPF」を選択します。
• [ENTER] キーを押して、選択を確定します。

※ その他の通信設定は上位機器に合わせて設定します。

 パルス出力単位設定（共通設定）
10kWh/pulseに設定する
• [MODE・ ] キーを押して、共通設定「CMMN」画面に移行します。
• 共通設定項目から[ ][ ]キーを押して「パルス出力単位（MENU 08）」に移行します。
• [ENTER] キーを押して、設定状態にします。メイン表示の設定値が点滅します。
• [ ][ ]キーを押して、「10k」を選択します。
• [ENTER] キーを押して、選択を確定します。

 回路Aの設定
相線式を1P3Wに設定する
• [MODE・ ] キーを押して、回路Aの設定項目に移行します。
「相線式（MENU A1）」が表示されます。
• [ENTER] キーを押して、設定状態にします。メイン表示の設定値が点滅します。
• [ ][ ]キーを押して、「1P3W」（単相3線）を選択します。
• [ENTER]キーを押して、選択内容を確定します。

回路Aのアドレスを15に設定する
• 回路 Aの設定項目から [ ][ ]キーを押して、「通信アドレス（MENU A2）」に移行します。
• [ENTER] キーを押して、設定状態にします。メイン表示の１の位が点滅します。
• [ ][ ]キーを押して、数値を「１５」に変更します。
－[MODE・ ] キーを押すと、ひとつ左の桁に移動します。
－左端の桁で [MODE・ ] キーを押すと、右端の桁に移動します。

• [ENTER] キーを押して、設定を確定します。
※ 通信アドレスの設定値は回路Aに割り当てられます。マルチアドレス使用時は下表の値が自動的に
割り振られます。

※ 回路B～Dの通信アドレスの個別設定はできません。

CT2次側電流を1Aに設定する
• 回路Aの設定項目から[ ][ ]キーを押して、「CT2次側電流（MENU A3）」に
移行します。
• [ENTER]キーを押して、設定状態にします。メイン表示の設定値が点滅します。
• [ ][ ]キーを押して、「1A」を選択します。
• [ENTER]キーを押して、選択内容を確定します。

CT1次側電流を100Aに設定する
• 回路Aの設定項目から[ ][ ]キーを押して、「CT1次側電流（MENU A4）」に
移行します。
• [ENTER]キーを押して、設定状態にします。メイン表示の1の位が点滅します。
• [ ][ ]キーを押して、数値を「100」に変更します。
－[MODE・ ] キーを押すと、ひとつ左の桁に移動します。
－左端の桁で [MODE・ ] キーを押すと、右端の桁に移動します。

• [ENTER] キーを押して、変更を確定します。

パルス出力をONに設定する
• 回路Aの設定項目から[ ][ ]キーを押して、
「パルス出力ON/OFF（MENU A6）」に移行します。
• [ENTER]キーを押して、設定状態にします。
• [ ][ ]キーを押して、「ON」を選択します。
• [ENTER]キーを押して、選択内容を確定します。

 回路Cの設定

回路Cを有効にする
• [MODE・ ] キーを押して、回路Cの設定画面に移行します。
• [ ]キーを押して、回路Cの設定項目に移行します。
「回路C ON/OFF（MENU C0）」が表示されます。
• [ENTER]キーを押して、設定状態にします。メイン表示の設定値が点滅します。
• [ ][ ]キーを押して、「ON」を選択します。
• [ENTER]キーを押して、選択内容を確定します。

CT1次側を設定する
• 回路Cの設定項目から[ ][ ]キーを押して、「CT1次側電流（MENU C4）」に
移行します。
• 以降は回路Aと同様に設定します。

パルス出力ON/OFFを設定する
• 回路Cの設定項目から[ ][ ]キーを押して、「パルス出力ON/OFF（MENU C6）」に移行します。
• 以降は回路Aと同様に設定します。

 設定の反映
• [MODE・ ]キーを長押しし、設定を完了させ、再起動させます。
※ 設定が変更されていると、計測モード移行時に変更内容を保存
し、再起動します。設定モードのまま電源OFFした場合は、設
定は反映されません。

当社商品は、一般工業製品向けの汎用品として設計製造されています。従いまして、次に掲げる用途での
使用を意図しておらず、お客様が当社商品をこれらの用途に使用される際には、当社は当社商品に対して
一切保証をいたしません。ただし、次に掲げる用途であっても当社の意図した特別な商品用途の場合や特
別の合意がある場合は除きます。
（a）高い安全性が必要とされる用途（例：原子力制御設備、燃焼設備、航空・宇宙設備、鉄道設備、昇降

設備、娯楽設備、医用機器、安全装置、その他生命・身体に危険が及びうる用途）
（b）高い信頼性が必要な用途（例：ガス・水道・電気等の供給システム、24 時間連続運転システム、決

済システムほか権利・財産を取扱う用途など）
（c）厳しい条件または環境での用途（例：屋外に設置する設備、化学的汚染を被る設備、電磁的妨害を被

る設備、振動・衝撃を受ける設備など）
（d）カタログ等に記載のない条件や環境での用途
* （a）から（d）に記載されている他、本カタログ等記載の商品は自動車（二輪車含む。以下同じ）向けで
はありません。自動車に搭載する用途には利用しないで下さい。自動車搭載用商品については当社営
業担当者にご相談ください。

* 上記は適合用途の条件の一部です。当社のベスト､総合カタログ､データシート等最新版のカタログ、
マニュアルに記載の保証･免責事項の内容をよく読んでご使用ください。

計測モード ：各回路の計測値やアラーム内容を表示します。
設定モード ：本体のキー操作で、回路ごとの各種設定や、通信、出力、表示等の共通設定を行います。
通信設定モード ：RS-485通信で本体の設定を行います。

回路C 回路A

形KM-N3

 単相3線、三相3線の場合（最大2回路）

回路D
計測値
設定値
通信アドレス

回路C 回路B 回路A

形KM-N3

単相2線の場合（最大4回路)

計測値
設定値
通信アドレス

計測値
設定値
通信アドレス

計測値
設定値
通信アドレス

計測値
設定値
通信アドレス

計測値
設定値
通信アドレス

起動回路D
計測値

アラーム
画面

回路C
計測値

RS-485通信を利用し、
上位機器から設定変更
を行う。

コマンド長押し

回路B
計測値

回路A
計測値

計測モード

その他
設定
項目

共通
設定
項目

回路D
設定
項目

回路C
設定
項目

回路B
設定
項目

回路A
設定
項目

通信設定モード設定モード

［MODE・　］

［MODE・　］

［MODE・　］

パスワード入力

アラーム
画面

回路D
計測値

回路C
計測値

回路B
計測値

回路A
計測値

［MODE・　］

［I/V/F/PF］キー
積算値表示
瞬時値表示 ［P/Q］キー ［E1］キー ［E2］キー

［I/V/F/PF］

［I/V/F/PF］

［P/Q］

［P/Q］

［E1］

［E1］

［E2］

［E2］

キー 項目 瞬時値表示 積算値表示 単位
1

I/V/F/PF

A－9999～000.0流電
2 電圧A *1 0.000～9999 － V/kV
3 電圧B *2 0.000～9999 － V/kV
4 周波数 45.0～65.0 － Hz
5 力率 -1.00～1.00 － PF
1

P/Q

有効電力 （各相） -9999～9999 － kW/MW
2 有効電力 （合計） -9999～9999 － kW/MW
3 無効電力 （各相） -9999～9999 － kvar/Mvar
4 無効電力 （合計） -9999～9999 － kvar/Mvar
1

E1

積算有効電力量 － 0～999999 kWh/MWh
2 積算回生電力量 － 0～999999 kWh/MWh （－点灯）
3 積算総合無効電力量 － 0～999999 kvarh/Mvarh （Total Q点灯）
4 積算進み無効電力量 － 0～999999 kvarh/Mvarh （－点灯）
5 積算遅れ無効電力量 － 0～999999 kvarh/Mvarh
6 T1積算有効電力量 － 0～999999 kWh/MWh
7 T2積算有効電力量 － 0～999999 kWh/MWh
8 T3積算有効電力量 － 0～999999 kWh/MWh
9 T4積算有効電力量 － 0～999999 kWh/MWh

1

E2

積算有効電力量
（リセット可） － 0～999999 kWh/MWh

（RESETTABLE点灯）

2 積算回生電力量
（リセット可） － 0～999999 kWh/MWh（－点灯）

（RESETTABLE点灯）

3 積算総合無効電力量
（リセット可） － 0～999999 kvarh/Mvarh （Total Q点灯）

（RESETTABLE点灯）

4 積算進み無効電力量
（リセット可） － 0～999999 kvarh/Mvarh （－点灯）

（RESETTABLE点灯）

5 積算遅れ無効電力量
（リセット可） － 0～999999 kvarh/Mvarh

（RESETTABLE点灯）

6 T1積算有効電力量
（リセット可） － 0～999999 kWh/MWh

（RESETTABLE点灯）

7 T2積算有効電力量
（リセット可） － 0～999999 kWh/MWh

（RESETTABLE点灯）

8 T3積算有効電力量
（リセット可） － 0～999999 kWh/MWh

（RESETTABLE点灯）

9 T4積算有効電力量
（リセット可） － 0～999999 kWh/MWh

（RESETTABLE点灯）
10 換算値 － 0～999999 なし

MENU 
No. 設定項目 メイン表示

選択肢・入力値の表示 初期値

回
路
A

A1 相線式 3P4W / 1P2W /1P3W / 3P3W /1P2W2 / 1P3W2 3P4W

A2 通信アドレス Modbus : --, 01 ～ 99
CompoWay/F : -- 00 ～ 99 01

A5A5 / A1流電側次2TC3A
59999 ～ 1流電側次1TC4A

A5 電圧割当 V_R / V_T / V_R-T V_R
FFOFFO / NOFFO/NO力出スルパ6A
----------トッセリ量力電算積7A

回
路
B

FFOFFO / NOFFO/NO B路回0B
B1 相線式 メニューNo.A1で設定した相線式を表示

B2 通信アドレス Modbus : --, 01 ～ 99
CompoWay/F : -- 00 ～ 99 自動連番

A5A5 / A1流電側次2TC3B
59999 ～ 1流電側次1TC4B

B5 電圧割当 V_R / V_T / V_R-T V_R
FFOFFO / NOFFO/NO力出スルパ6B
----------トッセリ量力電算積7B

回
路
C

FFOFFO / NOFFO/NO C路回0C
C1 相線式 メニューNo.A1で設定した相線式を表示

C2 通信アドレス Modbus : --, 01 ～ 99
CompoWay/F : -- 00 ～ 99 自動連番

A5A5 / A1流電側次2TC3C
59999 ～ 1流電側次1TC4C

C5 電圧割当 V_R / V_T / V_R-T V_R
FFOFFO / NOFFO/NO力出スルパ6C
----------トッセリ量力電算積7C

回
路
D

FFOFFO / NOFFO/NO D路回0D
D1 相線式 メニューNo.A1で設定した相線式を表示

D2 通信アドレス Modbus : --, 01 ～ 99
CompoWay/F : -- 00 ～ 99 自動連番

A5A5 / A1流電側次2TC3D
59999 ～ 1流電側次1TC4D

D5 電圧割当 V_R / V_T / V_R-T V_R
FFOFFO / NOFFO/NO力出スルパ6D
----------トッセリ量力電算積7D

共通
CM
MN

00 プロトコル MODBS / COMPF MODBS

01 通信速度 1.2K / 2.4K /4.8K
9.6K / 19.2K / 38.4K (bps) 9.6K

88 / 7長ターデ20
12 / 1トッビプットス30

04 パリティ NONE / ODD / EVEN EVEN
0299 ～ 00間時ち待信送50
00.199.999 ～ 00.1比TV60

07 換算レート 0.000 ～ 99.999 10.000

08 パルス出力単位 1 / 10 / 100 / 1K / 5K
10K / 50K /100K（Wh） 100

09 自動 LCD消灯 OFF / 1.0 / 5.0 / 10.0（分） OFF
0A 有効電力が負の

アラーム表示ON/OFF ON / OFF ON
0B タリフON/OFF ON / OFF OFF
0C パスワード変更 0000 ～ 9999 0001

その
他
ETC

90 ソフトバージョン確認 V.1.0.0
91 全積算電力量リセット ----- -----
92 初期化 ----- -----
93 再起動 ----- -----

回路 A 回路C
• 相線式 : 1P3W • 回路 C ON/OFF : ON
• CT2次側電流 : 1A • 相線式 : 1P3W
• CT1次側電流 : 100A • CT2次側電流 : 5A
• 通信アドレス : 15 • CT1次側電流 : 250A
• パルス出力ON/OFF : ON（OUT1に自動割当） • 通信アドレス : 16（回路Aから自動連番）

• パルス出力ON/OFF : ON（OUT3に自動割当）

回路Aの設定 回路Cの設定
• 相線式 : MENU A1 • 回路 C ON/OFF : MENU C0
• 通信アドレス : MENU A2 • CT1次側電流 : MENU C4
• CT2次側電流 : MENU A3 • パルス出力ON/OFF : MENU C6
• CT1次側電流 : MENU A4 ※ CT2次側電流（MENU C3）は変更不要です
• パルス出力ON/OFF : MENU A6

RS-485通信設定 パルス出力設定
• プロトコル : MENU 00 • パルス出力単位 : MENU 08
• 通信速度 : MENU 01
• データ長 : MENU 02
• ストップビット : MENU 03
• パリティ : MENU 04
• 送信待ち時間 : MENU 05

上位機器

回路Ａ 回路C
RS-485通信
(CompoWay/F)

上位機器

パルス出力ON（10kWh/pulse）
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単相３線(1P3W)

CT1次側 100A
CT2次側 1A

CT1次側 250A
CT2次側 5A

回路A

回路C

<システム構成>

200Aブレーカ

100Aブレーカ

回路A 回路B 回路C 回路D
値定設線4相三 — — —

単相2線、単相2線電圧選択 設定値 設定値+1 設定値+2 設定値+3
値定設線3相三、線3相単 — 設定値+1 —
値定設合複線3相単 — 設定値+1 設定値+2

ご承諾事項
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